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一
　
問
題
の
所
在

　

本
稿
は
、
一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
）
か
ら
二
年
度
行
わ
れ
た
九
学

会
連
合
能
登
調
査
に
お
い
て
、
和
歌
森
太
郎
（
一
九
一
五
―
七
七
）
の

果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
同
総
合
調
査
に
つ
い
て
は
、
本

誌
四
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
に
寄
稿
し
た
拙
稿
「
九
学
会
連
合
調
査
と

加
能
民
俗
の
会
」
に
続
く
、
第
二
段
の
考
察
と
な
る
。
こ
の
前
稿
で
地

元
石
川
県
か
ら
こ
の
調
査
に
参
加
し
た
研
究
者
の
動
向
に
触
れ
た
の

で
、
本
稿
で
は
こ
の
件
に
一
切
触
れ
な
い
。

　

本
稿
で
と
く
に
和
歌
森
太
郎
に
注
目
す
る
の
は
、
彼
が
同
総
合
調
査

に
お
い
て
日
本
民
俗
学
会
を
代
表
す
る
位
置
に
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
に
依
る
。
最
終
の
公
式
報
告
書
『
能
登
―
自
然
・
文
化
・
社
会

―
』（
平
凡
社
、
一
九
五
五
年
）
に
は
、
初
年
度
の
企
画
委
員
（
同
書

四
八
六
頁
）、
第
三
班
「
能
登
半
島
の
日
本
文
化
史
に
占
め
る
位
置
―

近
世
を
中
心
に
」
班
長
（
四
九
三
頁
）
と
記
さ
れ
、
第
二
年
度
は
第
一

班
「
能
登
半
島
に
お
け
る
文
化
の
伝
播
の
研
究
」
Ｃ
グ
ル
ー
プ
「
能
登

半
島
に
お
け
る
民
間
伝
承
の
比
較
研
究
」
に
、
筆
頭
で
彼
の
名
前
が
出

て
い
る
（
四
九
五
頁
）。

　

ま
た
、
こ
の
調
査
に
地
元
か
ら
参
加
し
た
山
下
久
男
の
回
顧
に
よ
れ

ば
、
調
査
開
始
に
先
立
つ
一
九
五
二
年
四
月
二
九
日
、
金
沢
市
池
田
町

の
郵
政
会
館
で
行
わ
れ
た
会
合
に
出
席
の
た
め
、
和
歌
森
も
来
沢
し
て

い
た
と
さ
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
記
載
で
も
和
歌
森
が
日
本
民
俗
学
会
を

代
表
し
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
⑴
。

　

そ
の
一
方
で
、
彼
は
上
記
の
『
能
登
―
自
然
・
文
化
・
社
会
―
』
に

執
筆
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
総
合
調
査
へ
の
寄
与
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
考
察
が
な
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。

　

和
歌
森
に
つ
い
て
は
近
年
、
敗
戦
後
に
大
学
で
の
民
俗
学
（
ア
カ
デ
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ミ
ッ
ク
民
俗
学
）
が
確
立
す
る
に
あ
た
っ
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
行
論
が
注
目
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
⑵
。

筆
者
も
最
近
、
和
歌
森
に
つ
い
て
考
察
し
た
拙
稿
を
複
数
著
し
た
こ
と

も
あ
り
⑶
、
本
稿
で
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
当
該
テ
ー
マ
を
構
想
し
準
備
す
る
過
程
で
、
二
〇
二
四

年
一
月
一
日
に
奥
能
登
を
大
地
震
が
襲
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た

問
題
の
考
察
が
現
状
で
意
義
を
持
つ
の
か
ど
う
か
筆
者
に
は
分
か
ら
な

く
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
混
乱
を
踏
ま
え
つ
つ
、
と
り
あ
え
ず
以
下
、

準
備
し
て
き
た
議
論
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

二
　�

敗
戦
後
、
九
学
会
連
合
対
馬
調
査

　
　（
一
九
五
〇
―
五
一
年
度
）
ま
で
の
和
歌
森
太
郎

　

和
歌
森
太
郎
の
戦
前
戦
中
期
に
つ
い
て
は
二
〇
二
二
年
拙
稿
（
前
掲

注
３
参
照
）
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ご
く
簡
略
に
触

れ
る
に
留
め
る
。

　

彼
は
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
に
東
京
文
理
科
大
学
を
卒
業
し
、

そ
の
年
の
う
ち
に
北
支
に
従
軍
す
る
も
、
翌
一
九
四
〇
年
に
胸
膜
炎
に

よ
り
除
隊
し
、
東
京
文
理
科
大
学
副
手
（
一
説
に
助
手
）
に
戻
っ
た
。

柳
田
國
男
の
木
曜
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
る
が
、
上
記
拙
稿

で
は
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
五
月
説
を
と
っ
て
い
た
。

　

こ
の
後
、
柳
田
國
男
の
推
薦
に
よ
っ
て
一
九
四
二
年
に
国
民
精
神
文

化
研
究
所
の
嘱
託
と
な
っ
た
。
上
記
拙
稿
で
と
り
あ
げ
た
大
洗
調
査
は

こ
の
研
究
所
の
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
の
戦

中
期
に
お
け
る
代
表
作
『
修
験
道
史
研
究
』（
河
出
書
房
、一
九
四
三
年
）

も
、
こ
の
研
究
所
の
嘱
託
だ
っ
た
時
期
に
出
さ
れ
た
。
戦
後
の
和
歌
森

は
リ
ベ
ラ
ル
な
姿
勢
で
知
ら
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
超
国
家
主
義
的
な

組
織
に
嘱
託
で
は
あ
れ
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
、ほ
ぼ
沈
黙
し
て
い
る
。

　

本
節
で
は
以
下
、
敗
戦
後
の
和
歌
森
に
つ
い
て
三
つ
の
観
点
か
ら
概

要
し
、
そ
れ
ぞ
れ
位
置
づ
け
る
こ
と
に
傾
注
し
た
い
。

（
１
） 『
日
本
民
俗
学
概
説
』（
一
九
四
七
年
）

　

和
歌
森
の
『
日
本
民
俗
学
概
説
』（
弘
文
堂
、
一
九
四
七
年
）
は
大

学
で
の
民
俗
学
講
義
用
に
作
ら
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
書
で
、
そ
の
意
味

で
は
本
邦
初
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
民
俗
学
概
説
書
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　

第
一
章
で
、
民
俗
学
の
究
極
の
目
的
は
民
俗
の
変
遷
過
程
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
あ
り
、こ
れ
を
民
俗
史
学
と
云
っ
て
良
い
、と
す
る
（
四

頁
）。
民
間
の
伝
承
文
化
は
基
層
文
化
で
あ
り
、
そ
れ
は
表
層
文
化
に

対
す
る
も
の
、
と
も
す
る
（
六
―
七
頁
）。
伝
承
文
化
と
し
て
の
民
俗
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を
厚
く
担
っ
て
い
る
の
は
、
村
落
協
同
体
で
あ
る
、
と
も
さ
れ
る
（
八

頁
）。

　

民
俗
の
性
格
規
定
と
し
て
は
風
俗
と
比
較
し
、
風
俗
が
土
地
に
よ
る

習
俗
の
違
い
を
意
味
し
、
横
に
伝
わ
る
空
間
的
な
伝
承
性
を
有
す
る
の

に
対
し
、
加
え
て
縦
に
世
代
的
な
伝
承
性
を
有
す
る
こ
と
が
、
民
間
伝

承
と
し
て
の
民
俗
の
所
以
で
あ
る
、
と
す
る
（
一
二
頁
）。
民
俗
と
風

俗
と
の
比
較
に
つ
い
て
さ
ら
に
、
民
俗
は
、
こ
れ
を
伝
承
す
る
協
同
体

の
伝
統
的
意
志
表
現
と
も
い
う
べ
き
、
強
い
規
範
性
を
帯
び
て
い
る

（
一
三
頁
）、
な
ど
と
も
さ
れ
る
。

　

こ
の
章
の
参
照
文
献
と
し
て
和
歌
森
は
、
務
台
理
作
『
社
会
存
在

論
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
九
年
）
と
同
『
表
現
と
論
理
』（
同
、

一
九
四
〇
年
）
を
掲
げ
て
い
る
（
二
八
〇
頁
）。

　

務
台
理
作
（
一
八
九
〇
―
一
九
七
四
）
は
西
田
幾
多
郎
の
弟
子
で
、

台
北
帝
大
教
授
な
ど
を
経
て
一
九
三
五
年
に
東
京
文
理
科
大
学
教
授
に

就
任
し
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
和
歌
森
の
同
大
卒
業
は
一
九
三
九
年

で
あ
り
、
既
に
学
生
時
代
か
ら
務
台
よ
り
か
な
り
の
影
響
を
受
け
た
ら

し
い
。
和
歌
森
は
後
年
、「
実
は
大
学
在
学
中
、
私
は
務
台
理
作
教
授

の
哲
学
の
講
義
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
当
時
務
台
理
作
は
、
ナ
ウ

マ
ン
の
基
層
文
化
・
表
層
文
化
論
を
紹
介
さ
れ
、
伝
承
文
化
と
か
民
俗

と
か
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
す
ば
ら
し
い
講
義
を
な
さ
っ
て
い
た
。
も

ち
ろ
ん
そ
の
さ
い
日
本
民
俗
学
に
関
し
て
も
よ
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
」、
と
語
っ
て
い
た
⑷
。

　

そ
の
こ
と
も
あ
る
の
か
、
務
台
理
作
に
よ
る
伝
承
文
化
論
の
和
歌
森

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
⑸
。
と

い
う
こ
と
で
、
和
歌
森
が
参
照
し
て
い
る
務
台
の
議
論
を
一
瞥
し
て
お

く
。

　

和
歌
森
が
参
照
す
る
務
台
論
文
の
古
い
方
「
伝
承
的
文
化
」（
初
出

一
九
三
八
年
、『
表
現
と
論
理
』
所
収
）
で
は
、
柳
田
『
民
間
伝
承
論
』

（
共
立
社
書
店
、
一
九
三
四
年
）
に
触
れ
な
が
ら
伝
承
的
文
化
を
規
定

し
て
ゆ
く
。
ま
ず
、
伝
承tradition

と
は
、
郷
土
人
が
集
団
的
か
つ

実
践
的
に
繰
り
返
す
類
型
的
か
つ
古
風
な
も
の
を
残
す
も
の
、と
す
る
。

歴
史
と
の
関
わ
り
で
は
、
伝
承
は
歴
史
を
生
む
も
の
と
さ
れ
る
。
民
俗

学
で
は
伝
承
文
化
の
捉
え
方
に
、
人
類
文
化
を
見
出
す
も
の
と
民
族
文

化
を
見
出
す
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
よ
り
む
し
ろ
、
文
化
に
上
層

的
な
も
の
と
基
層
文
化
と
い
う
二
極
が
あ
る
こ
と
の
方
が
重
要
だ
と
す

る
。

　

次
に
、
伝
承
文
化
を
次
の
三
つ
に
分
け
て
位
置
づ
け
る
。
①
類
型
的

な
繰
り
返
し
（
例
え
ば
、
親
の
世
代
か
ら
子
の
世
代
へ
）、
メ
タ
モ
ル

フ
ォ
ー
ゼ
の
中
に
自
己
同
一
性
を
有
す
る
、②
繰
り
返
さ
れ
る
基
礎
に
、

集
団
的
な
実
践
性
が
あ
る
、
③
こ
の
実
践
性
が
特
殊
的
で
あ
る
こ
と
。
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最
後
に
、（
時
局
を
意
識
し
て
か
）
基
層
文
化
と
上
層
文
化
と
が
国
民

文
化
へ
、
と
さ
れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
「
種
的
社
会
の
質
料
契
機
と
し
て
の
伝
承
文
化
」（
初

出
一
九
三
九
年
、『
社
会
存
在
論
』
所
収
）
は
、
掲
載
書
で
は
第
五
章

の
三
「
個
体
即
普
遍
と
特
殊
即
普
遍
」
後
半
部
の
「
附
」
に
相
当
す
る
。

伝
承
文
化
の
研
究
（
民
俗
学
）
の
姿
勢
に
、
人
類
文
化
の
普
遍
を
求
め

る
も
の
と
民
族
精
神
の
探
求
と
が
あ
る
と
い
う
議
論
は
、
前
論
の
繰
り

返
し
で
あ
る
。
後
者
の
民
族
精
神
に
関
し
て
は
、
伝
承
の
主
体
性
、
集

団
生
活
の
表
現
、
特
殊
性
、
封
鎖
性
を
指
摘
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
民

族
精
神
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
客
観
的
精
神
に
通
じ
、
そ
れ
を
文
化
の
構
造

と
し
て
示
す
必
要
が
あ
る
。
伝
承
文
化
に
対
応
す
る
の
は
基
層
文
化
で

あ
る
。
そ
れ
が
上
層
文
化
と
共
に
国
民
文
化
に
統
合
さ
れ
る
べ
き
、
と

す
る
の
も
前
稿
と
同
で
あ
る
。

　

以
上
の
う
ち
、
和
歌
森
が
伝
承
文
化
の
布
置
を
基
層
文
化
と
呼
ん
だ

こ
と
は
、
既
に
一
九
四
三
年
の
『
修
験
道
史
研
究
』
で
書
き
下
ろ
し
箇

所
で
あ
っ
た
「
結
語
」
に
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
日
本
民
俗
学
概
論
』

や
「
民
俗
学
の
歴
史
哲
学
」（『
歴
史
』
一
―
二
、一
九
四
八
年
）
に
お

け
る
伝
承
論
で
は
、
務
台
の
伝
承
文
化
論
の
う
ち
類
型
的
な
繰
り
返
し

に
よ
り
世
代
を
超
え
る
、
と
い
っ
た
趣
旨
の
表
現
を
採
用
し
た
と
思
わ

れ
る
の
が
主
で
、
務
台
に
お
け
る
主
体
性
な
り
実
践
性
は
省
み
ら
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
和
歌
森
の
と
く
に
「
民
俗
学
の
歴
史
哲
学
」
に
お
け
る

Sitte

の
有
す
る
倫
理
的
な
規
範
性
は
、
務
台
に
も
封
鎖
性
と
い
っ
た

視
点
が
あ
っ
た
も
の
の
、
お
そ
ら
く
そ
れ
と
は
別
の
所
か
ら
着
想
を
得

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
和
歌
森
は
同
論
考
で
、「
伝
承
に
は
、
ズ
ィ

ツ
テ
と
か
カ
ス
ト
ム
と
い
う
も
の
、
い
わ
ば
習
俗
と
い
う
も
の
が
も
つ

性
質
を
多
分
に
帯
び
て
い
る
。
子
供
が
産
れ
て
三
十
三
日
経
た
と
き
、

宮
参
り
さ
せ
る
も
の
だ
と
い
う
親
先
祖
以
来
の
伝
承
が
あ
る
の
に
、
こ

れ
を
自
分
の
子
供
の
場
合
に
欠
か
さ
せ
る
こ
と
に
は
い
さ
さ
か
不
安
が

伴
う
と
い
う
こ
と
が
あ
る
場
合
、
例
え
ば
そ
の
後
何
か
子
供
に
ま
ち
が

い
が
起
る
と
、
こ
れ
を
怠
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
案
じ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
の
し
き
た
り
、
習
俗
は
、
そ
こ
で
は
倫
理

的
規
範
性
を
帯
び
て
い
る
わ
け
で
あ
る
」⑹
、
云
々
と
記
し
て
い
た
。

　

な
お
、custom

に
つ
い
て
は
柳
田
國
男
が
『
民
間
伝
承
論
』
で
議

論
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
⑺
。
と
も
あ
れ
、
和
歌
森
『
日
本
民
俗
学
概
説
』
に
お

け
る
村
落
協
同
体
内
の
習
俗
が
強
い
倫
理
的
規
範
性
の
背
景
と
な
る
と

い
う
主
張
は
、
お
そ
ら
く
務
台
と
は
別
の
典
拠
に
よ
る
と
思
わ
れ
、
今

後
の
検
討
課
題
と
な
ろ
う
⑻
。
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  （
２
）『
国
史
に
お
け
る
協
同
体
の
研
究
』
上
巻
（
一
九
四
七
年
）
と

　
　
　
『
中
世
協
同
体
の
研
究
』（
一
九
五
〇
年
）

　

上
記
の
よ
う
に
和
歌
森
は
、
伝
承
文
化
と
し
て
の
民
俗
を
担
う
場
を

村
落
協
同
体
と
し
、
そ
こ
で
民
俗
が
強
い
規
範
性
を
有
す
る
と
し
て
い

た
。
そ
の
協
同
体
に
つ
い
て
彼
が
歴
史
民
俗
学
的
な
観
点
か
ら
考
究
し

た
の
が
、
こ
の
二
著
作
で
あ
る
。
本
稿
の
テ
ー
マ
と
直
接
関
わ
る
も
の

で
は
な
い
の
で
、
ご
く
簡
単
に
見
て
お
く
。

　
『
国
史
に
お
け
る
協
同
体
の
研
究
』
上
巻
（
帝
国
書
院
、一
九
四
七
年
）

は
、
上
巻
の
み
の
刊
行
で
あ
っ
た
。

　

第
一
章
「
上
代
の
族
縁
協
同
体
（
そ
の
一
）」
は
縄
文
・
弥
生
か
ら

始
ま
る
。
同
章
の
後
半
は
奈
良
時
代
の
戸
籍
、第
二
章
同
上
（
そ
の
二
）

は
、
母
系
制
社
会
が
日
本
に
あ
っ
た
、
的
な
話
か
ら
、
氏
族
の
協
同
へ
。

　

第
三
章
「
氏
神
・
祖
先
神
・
産
土
神
」
で
、
よ
う
や
く
神
社
論
と
な

る
。
こ
の
う
ち
氏
神
に
つ
い
て
は
、
和
歌
森
が
一
九
四
一
年
の
木
曜
会

入
会
後
に
複
数
論
考
を
書
い
て
い
る
の
で
⑼
、
そ
れ
と
の
比
較
検
討
が

必
要
に
な
ろ
う
。
と
は
い
え
、
同
書
の
前
半
分
く
ら
い
は
協
同
体
論
と

ほ
ぼ
無
関
係
だ
し
、
本
節
（
１
）
で
参
照
し
て
い
た
彼
の
民
俗
学
的
な

伝
承
論
も
、
こ
の
半
分
に
は
出
て
来
な
い
。

  

『
中
世
協
同
体
の
研
究
』（
弘
文
堂
、
一
九
五
〇
年
）
は
、『
国
史
に

お
け
る
協
同
体
の
研
究
』上
巻
と
併
せ
て
、和
歌
森
の
学
位
論
文
と
な
っ

た
⑽
。「
協
同
体
」
と
い
う
表
現
だ
が
、「
神
社
を
通
路
と
し
て
の
協
同

体
研
究
」
の
序
が
あ
る
本
書
全
体
が
神
社
祭
祀
論
と
な
っ
て
い
て
、
と

く
に
そ
の
祭
祀
組
織
お
よ
び
そ
れ
と
関
連
す
る
宗
教
心
（
神
観
）
に
焦

点
が
置
か
れ
て
お
り
、『
国
史
に
…
…
』
と
は
立
脚
点
が
か
な
り
異
な

る
⑾
。
全
体
の
流
れ
は
先
行
研
究
が
要
約
し
た
通
り
、
古
代
の
族
縁
協

同
体
に
対
し
て
中
世
で
は
地
縁
協
同
体
が
生
ま
れ
、
そ
こ
で
は
古
代
の

氏
族
に
変
わ
っ
て
産
土
神
や
鎮
守
神
が
協
同
体
の
守
護
神
と
な
っ
た
、

と
い
う
方
向
の
議
論
で
あ
ろ
う
⑿
。

　

第
二
章
「
神
主
と
頭
家
」
で
「
祭
祀
組
織
の
類
型
」
が
一
四
類
型
提

示
さ
れ
る
の
が
、九
学
会
連
合
能
登
調
査
で
の
頭
屋
制
の
類
型
（
後
述
）

に
継
承
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。こ
の
点
に
つ
い
て
少
し
だ
け
見
て
お
く
。

　

①
家
族
の
族
長
が
主
宰
者
と
な
る
、
②
族
長
が
主
宰
者
と
な
る
の
は

①
と
同
じ
だ
が
、
族
員
が
輪
番
で
舗
設
者
と
な
る
、
③
族
長
族
員
を
問

わ
ず
、
氏
人
が
主
宰
者
舗
設
者
と
な
る
、
④
氏
子
が
地
縁
協
同
体
の
氏

神
を
主
宰
舗
設
（
原
田
敏
明
の
事
例
⒀

）、
⑤
④
と
同
様
に
輪
番
で
主

宰
舗
設
す
る
が
、
交
替
の
際
に
神
社
へ
の
奉
幣
渡
御
が
顕
著
、
⑥
輪
番

で
は
あ
る
が
、
主
宰
者
と
舗
設
者
と
に
差
別
が
あ
る
（
出
雲
八
束
郡
の

美
保
神
社
ほ
か
）、
⑦
⑥
と
は
逆
に
、
主
宰
者
が
後
輩
者
よ
り
出
る
、

⑧
主
宰
者
舗
設
者
の
い
ず
れ
か
が
特
定
の
家
の
場
合
（
出
雲
八
束
郡

の
神
魂
神
社
）、
⑨
主
宰
者
に
世
襲
神
主
、
舗
設
者
に
氏
人
の
輪
番
の
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他
、
輪
番
制
の
神
主
も
（
京
都
愛
宕
郡
大
原
村
小
出
石
の
座
）、
⑩
⑧

と
類
似
す
る
が
、
主
宰
者
が
氏
子
の
最
年
長
者
、
⑪
⑩
と
逆
に
主
宰
者

が
輪
番
で
、
舗
設
者
が
家
筋
と
し
て
固
定
、
⑫
主
宰
者
舗
設
者
が
氏
人

の
中
で
限
定
、
⑬
主
宰
者
舗
設
者
を
経
験
し
た
者
が
世
話
人
に
な
る
、

⑭
神
社
と
歴
史
的
関
係
を
持
つ
氏
人
が
主
宰
者
舗
設
者
に
な
る
（
同
書

一
〇
七
―
一
二
七
頁
）。

　

以
上
、
き
わ
め
て
細
か
な
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
の
趣
旨

か
ら
し
て
も
、
こ
こ
で
軽
々
に
評
価
す
る
こ
と
は
避
け
た
い
。
本
書
が

再
録
さ
れ
た
『
和
歌
森
太
郎
著
作
集
』
第
一
巻
（
弘
文
堂
、
一
九
八
〇

年
）
で
は
、
木
村
礎
、
門
脇
禎
二
、
和
歌
森
民
男
の
三
人
が
解
説
を
執

筆
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
こ
の
一
四
類
型
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
そ

れ
は
、
こ
の
一
四
類
型
の
評
価
が
難
し
い
こ
と
に
依
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

 （
３
）
九
学
会
連
合
対
馬
調
査
（
一
九
五
〇
―
五
一
年
度
）
へ
の
参
加

　

九
学
会
と
は
、
人
類
学
、
民
族
学
、
民
俗
学
、
社
会
学
、
考
古
学
、

言
語
学
、
地
理
学
、
宗
教
学
、
心
理
学
で
あ
っ
た
。
対
馬
調
査
は
日
本

が
占
領
解
除
に
な
る
前
の
総
合
調
査
で
あ
り
、
第
一
年
度
に
は
朝
鮮
戦

争
が
勃
発
し
た
。
こ
の
総
合
調
査
に
関
す
る
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
当

時
心
配
さ
れ
た
難
民
は
対
馬
に
押
し
寄
せ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、こ
の
調
査
の
結
論
で
あ
っ
た
「
対
馬
は
日
本
」
だ
と
い
う
総
括
は
、

李
承
晩
へ
の
対
抗
や
朝
鮮
戦
争
勃
発
と
い
う
バ
イ
ア
ス
が
あ
っ
た
可
能

性
が
あ
る
、と
さ
れ
る
。東
京
文
理
科
大
教
授
で
あ
っ
た
和
歌
森
は
、「
対

馬
に
お
け
る
神
事
の
研
究
」
を
担
当
し
た
⒁
。

  

こ
の
対
馬
調
査
の
報
告
書
は
二
冊
出
て
い
る
。『
漁
民
と
対
馬
』
が
関

書
院
よ
り
一
九
五
二
年
に
刊
行
、『
対
馬
の
自
然
と
文
化
』
が
古
今
書

院
よ
り
一
九
五
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
前
者
に
は
日
本
民
俗
学
会
よ
り

瀬
川
清
子
と
直
江
廣
治
が
執
筆
し
、
後
者
に
は
こ
の
二
人
の
他
、
竹
田

旦
、
大
間
知
篤
三
、
井
之
口
章
次
が
執
筆
し
て
い
る
。
和
歌
森
は
、
櫻

井
徳
太
郎
と
連
名
で「
対
馬
の
伝
承
的
信
仰
」を
執
筆
し
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、『
和
歌
森
太
郎
著
作
集
』
別
巻
（
弘
文
堂
、
一
九
八
一

年
）
の
年
譜
で
は
、「
桜
井
徳
太
郎
氏
執
筆
を
和
歌
森
名
義
で
」（
同
書

二
一
七
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
同
年
譜
は
し
ば
し
ば
不
正

確
で
、「
名
義
」
で
は
な
く
実
際
に
は
櫻
井
と
の
連
名
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
検
討
の
余
地
は
残
る
。

  

と
い
う
こ
と
で
、
櫻
井
と
の
共
著
論
文
に
和
歌
森
が
ど
れ
ほ
ど
関

わ
っ
た
か
不
明
な
の
で
、
九
学
会
連
合
の
対
馬
調
査
に
関
わ
る
和
歌
森

唯
一
の
単
著
論
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
他
に
学
校
教
育
に
関
す
る
論

考
が
あ
る
が
、
上
記
の
よ
う
に
彼
の
担
当
で
あ
っ
た
神
事
研
究
は
こ
れ

の
み
）、「
対
馬
の
天
童
信
仰
」（『
人
文
』
一
―
一
、一
九
五
一
年
）
を
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瞥
見
し
て
お
く
。
筆
者
は
、
和
歌
森
の
『
歴
史
と
民
俗
学
』（
実
業
之

日
本
社
、
一
九
五
一
年
）
に
再
録
の
形
態
に
よ
っ
て
こ
れ
を
読
ん
だ
。

　

ま
ず
、
三
品
彰
英
『
日
鮮
神
話
伝
説
の
研
究
』
が
豆
酘
の
天
童
地
の

伝
説
や
関
連
す
る
祭
儀
に
注
目
し
、
東
亜
の
古
い
神
話
な
ど
と
の
関
係

を
考
察
し
た
の
に
対
し
、
豆
酘
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
各
天
童
地
で
の

信
仰
実
践
を
考
察
す
る
こ
と
、
島
民
の
全
生
活
と
の
関
わ
り
や
そ
の
変

遷
を
考
察
す
る
こ
と
、
を
目
指
し
た
と
さ
れ
る
。
各
天
童
地
で
の
他
の

聖
性
の
呼
び
方
（
シ
ゲ
、
天
神
な
ど
）
が
纏
め
ら
れ
、
天
童
伝
説
の
諸

相
（
祟
る
、
御
子
神
な
ど
）
も
概
要
さ
れ
る
。
天
童
関
連
聖
地
で
の

祭
祀
に
つ
い
て
は
、
祭
場
は
原
始
的
、
祭
日
は
旧
暦
の
正
月
、
六
月
、

一
一
月
の
い
ず
れ
か
に
集
中
す
る
。
加
え
て
、
天
童
信
仰
は
日
の
出
と

関
連
す
る
と
し
て
、
そ
の
事
例
（
阿
礼
の
オ
ヒ
デ
リ
サ
マ
、
他
に
仁
位
、

木
坂
な
ど
）
が
複
数
紹
介
さ
れ
る
。

　

結
論
と
し
て
、
天
童
が
テ
ン
ト
ウ
サ
ン
と
も
呼
ば
れ
、
母
子
神
的
性
格

を
持
つ
こ
と
、
そ
こ
か
ら
百
姓
の
神
と
称
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
、
内
地

の
天
童
は
祖
霊
信
仰
と
結
び
つ
く
傾
向
が
あ
る
、
な
ど
と
さ
れ
る
。
和
歌

森
が
一
人
で
調
査
デ
ー
タ
を
集
め
た
の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
し
⒂
、個
々

の
デ
ー
タ
の
蓋
然
性
も
不
明
だ
が
、
二
〇
二
二
年
拙
稿
（
前
掲
注
３
）
で

取
り
あ
げ
た
一
九
四
二
年
九
月
の
大
洗
調
査
な
ど
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
ほ
ど
、
集
め
ら
れ
た
情
報
は
多
い
。

三
　
九
学
会
連
合
能
登
調
査
に
お
け
る
和
歌
森
太
郎

　

九
学
会
連
合
能
登
調
査
は
、
初
年
度
は
一
九
五
二
年
七
月
中
旬
か
ら

八
月
中
旬
ま
で
（
班
に
よ
っ
て
日
が
異
な
る
ら
し
い
）、
第
二
年
度
は

一
九
五
三
年
七
月
二
〇
日
過
ぎ
か
ら
八
月
二
〇
日
ま
で
行
わ
れ
た
と
の

こ
と
で
あ
る（『
能
登
―
自
然
・
文
化
・
社
会
―
』、四
八
六
―
四
九
〇
頁
）。

　

和
歌
森
は
、
上
記
の
よ
う
に
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
）
七
月
、
文

学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
に
、
一
九
五
〇
年
三
月
に

は
東
京
文
理
科
大
学
教
授
と
な
っ
て
い
る
⒃
。
能
登
調
査
の
時
点
で
和

歌
森
は
ま
だ
三
〇
代
後
半
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
学
位
も
あ
り
、
日

本
民
俗
学
会
か
ら
の
参
加
者
の
中
で
は
最
も
社
会
的
地
位
が
高
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
結
果
的
に
同
学
会
を
代
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

具
体
的
に
地
元
以
外
の
参
加
者
と
比
較
す
る
と
、
瀬
川
清
子

（
一
八
九
五
―
一
九
八
四
）
は
年
齢
は
は
る
か
に
上
だ
っ
た
が
、
瀬
川

は
民
俗
学
研
究
所
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。
他
に
同
学
会
か
ら
の

参
加
で
あ
っ
た
堀
一
郎
（
一
九
一
〇
―
七
四
）
も
和
歌
森
よ
り
年
上

で
、
戦
時
下
の
国
民
精
神
文
化
研
究
所
で
は
彼
の
先
輩
だ
っ
た
が
、
二

年
度
目
の
み
の
参
加
で
あ
っ
た
模
様
（
東
北
大
学
教
授
）。
同
じ
く

日
本
民
俗
学
会
か
ら
の
参
加
で
あ
っ
た
平
山
敏
治
郎
（
一
九
一
三
―
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二
〇
〇
七
）
は
大
阪
市
立
大
学
助
教
授
で
、『
人
類
科
学
』
Ⅵ
で
は
「
日

本
民
族
学
会
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、こ
れ
は
お
そ
ら
く
誤
植
で
あ
ろ
う
。

彼
も
和
歌
森
よ
り
少
し
年
上
だ
っ
た
が
、
教
授
で
は
な
か
っ
た
。

　

公
式
報
告
書
に
瀬
川
お
よ
び
平
山
と
共
に
執
筆
し
た
櫻
井
徳
太
郎

（
一
九
一
七
―
二
〇
〇
七
）
は
、
和
歌
森
よ
り
年
下
で
東
京
教
育
大
学

助
手
。
関
敬
吾
（
一
八
九
九
―
一
九
八
四
）、
宮
本
常
一
（
一
九
〇
七

―
八
一
）
は
日
本
民
族
学
会
か
ら
の
参
加
で
、
こ
ち
ら
も
和
歌
森
よ
り

年
長
だ
っ
た
が
、
関
は
東
京
学
芸
大
講
師
、
宮
本
は
フ
リ
ー
（
常
民
文

化
研
究
所
研
究
員
）
で
あ
っ
た
。

  

以
下
、
和
歌
森
の
九
学
会
連
合
能
登
調
査
に
関
わ
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

を
概
要
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
一
九
五
二
年
一
二
月
に
熱
海
で
行
わ
れ

た
座
談
会
『「
能
登
の
実
態
」』（
勁
草
書
房
、
一
九
五
四
年
）
で
、
彼

が
第
二
部
「
古
い
能
登
の
お
も
か
げ
」
の
司
会
を
担
当
し
て
い
る
の
で
、

少
し
だ
け
見
て
お
く
。

　

九
学
会
に
歴
史
の
学
会
が
入
っ
て
い
な
い
の
で
、
自
分
た
ち
が
担
当

し
た
、
と
い
う
前
振
り
で
、
荘
園
の
時
代
に
真
言
が
繁
栄
し
た
、
ま
た

近
世
へ
の
転
換
に
つ
い
て
畠
山
文
化
を
参
照
す
る
。
特
殊
な
職
業
と
し

て
輪
島
の
漆
器
業
な
ど
に
触
れ
る
。
近
世
に
つ
い
て
の
若
林
喜
三
郎
の

報
告
に
付
記
し
て
、
天
領
地
に
つ
い
て
参
照
す
る
。
四
柳
嘉
孝
に
よ
る

田
の
神
信
仰
の
話
に
続
き
、
山
祭
り
と
山
の
神
に
つ
い
て
議
論
が
少
し

あ
っ
て
、
次
に
日
本
宗
教
学
会
の
池
上
広
正
の
報
告
に
繋
ぐ
。
そ
こ
で

真
宗
が
触
れ
ら
れ
た
の
で
、
櫻
井
徳
太
郎
の
蓮
如
忌
の
報
告
へ
。
真
宗

繋
が
り
で
日
本
社
会
学
会
の
森
岡
清
美
の
報
告
へ
。
新
宗
教
に
つ
い
て

日
本
宗
教
学
会
の
柳
川
啓
一
の
報
告
へ
。
終
わ
り
近
く
に
日
本
民
族
学

会
の
宮
本
常
一
か
ら
の
真
宗
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
日
本
社
会
学

会
の
小
山
隆
や
日
本
民
族
学
会
の
関
敬
吾
に
よ
る
発
言
も
あ
り
、
和
歌

森
担
当
パ
ー
ト
は
終
わ
る
（
同
書
四
六
―
七
三
頁
）。
初
年
度
の
報
告

書
『
人
類
科
学
』
Ⅵ
（
中
山
書
店
、
一
九
五
四
年
）
に
和
歌
森
が
書
い

た
「
奥
能
登
に
お
け
る
民
俗
調
査
上
の
問
題
点
―
概
観
―
」
も
、
こ
の

時
の
議
論
と
似
通
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
で
は
次
に
、
和
歌
森
が
九
学
会
連
合
能
登
調
査
に
関
連
し
て
書

い
た
二
つ
の
論
考
を
概
要
す
る
。

　
「
宮
座
の
解
消
過
程
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
―
二
、一
九
五
三
年
）：

鳳
至
郡
（
当
時
）
を
中
心
に
し
た
宮
座
類
似
の
祭
祀
組
織
に
お
け
る
頭

屋
制
（
柳
田
グ
ル
ー
プ
の
用
語
法
）
を
、
Ａ
か
ら
Ｉ
ま
で
類
型
化
し
て

紹
介
し
分
析
し
た
論
考
で
あ
る
。
肥
後
和
男
の
宮
座
調
査
⒄
が
参
照
さ

れ
る
も
、
そ
の
よ
う
な
祭
祀
へ
の
参
与
調
査
を
お
そ
ら
く
一
つ
も
し
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

Ａ
型
： 

家
並
み
順
に
、
数
戸
ず
つ
頭
元
を
務
め
る
。
羽
咋
郡
鉈
打
村

藤
ノ
瀬
の
諏
訪
神
社
。
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Ｂ
型
： 

数
戸
ず
つ
は
同
じ
だ
が
、
有
力
な
オ
ヤ
ツ
サ
マ
格
を
必
ず
含

む
。
鳳
至
郡
鵜
川
町
柿
生
字
神じ
ん
ど
う道
。

　

Ｃ
型
： 
経
済
力
が
ほ
ぼ
均
等
に
な
る
よ
う
な
組
が
あ
ら
か
じ
め
作
ら

れ
、
組
と
し
て
頭
元
を
務
め
る
。
同
郡
諸
橋
村
字
加
川
の
八

幡
神
社
。

　

Ｄ
型
： 

Ｃ
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
組
が
地
域
的
に
ま
と
ま
り
、
直
会
を

組
の
「
キ
ダ
親
」
の
家
で
行
う
。
同
村
明
泉
寺
白
雉
神
社
。

　

Ｅ
型
： 

Ｄ
に
近
い
が
、
組
が
相
互
の
平
均
化
を
考
え
ず
、
家
並
み
順
。

同
郡
柳
田
村
柳
田
の
白
山
神
社
。

　

Ｆ
型
： 

毎
年
二
戸
ず
つ
頭
元
を
務
め
、
そ
れ
が
本
家
・
分
家
の
組
み

合
わ
せ
。
同
郡
浦
上
村
安あ
ん
だ
い
ば
ら

代
原
⒅
。

　

Ｇ
型
： 

い
く
つ
か
の
名
組
で
は
、
代
表
者
の
決
め
方
が
ば
ら
ば
ら
。

同
郡
鵜
川
町
天
満
宮
の
い
ど
り
祭
。

　

Ｈ
型
： 

オ
ヤ
ツ
サ
マ
級
の
も
の
だ
け
が
組
を
形
成
し
て
、
各
組
の
輪

番
で
祭
祀
。
同
郡
住
吉
村
中
居
字
中
居
南
の
日
吉
神
社
。

　

Ｉ
型
： 

頭
元
を
神
籤
で
決
め
る
。
同
郡
穴
水
町
川
島
の
御
間
那
比
古

神
社
。
こ
れ
は
、
通
称
白
山
神
社
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

含
め
て
、
か
つ
て
白
山
社
を
合
祀
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
美
麻

奈
比
古
神
社
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
穴
水
町
川

島
に
、
御
間
那
比
古
神
社
は
存
在
し
な
い
）。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
和
歌
森
の
議
論
は
、お
よ
そ
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

Ｂ
は
Ａ
に
先
行
す
る
と
す
る
が
、
根
拠
は
Ｂ
が
明
治
四
三
年
か
ら
家
並

み
順
に
組
む
こ
と
に
し
た
か
ら
。
Ｉ
は
典
型
的
な
頭
屋
制
で
、
Ａ
が
宮

座
制
に
近
い
と
す
る
が
、
そ
れ
は
Ａ
で
家
の
力
に
大
小
差
が
あ
る
た
め

と
さ
れ
る
。

　

Ｂ
と
同
工
異
曲
だ
が
規
模
の
大
き
い
の
が
Ｄ
と
Ｅ
で
、
全
勢
力
の
平

衡
を
は
か
っ
て
い
な
い
Ｅ
が
宮
座
時
代
に
近
く
、
力
の
う
え
で
互
い
が

平
均
化
し
て
い
る
Ｄ
に
先
行
す
る
。
Ｃ
は
特
定
の
親
分
格
の
家
が
重
い

役
割
を
演
ず
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
Ｄ
よ
り
新
し
い
、
な
い
し
そ
の
崩

れ
た
形
。

　

本
家
分
家
が
協
力
し
て
頭
元
と
な
る
Ｆ
は
、
Ｅ
や
Ｄ
Ｃ
と
同
じ
系
列

で
は
な
く
、
部
落
内
の
身
分
階
層
に
従
っ
て
上
下
を
合
わ
せ
組
む
Ｂ
よ

り
も
古
態
か
。
Ｇ
は
宮
座
制
の
直
後
形
態
と
思
わ
れ
、
Ｆ
と
比
較
す
べ

き
で
な
く
、
Ｅ
や
Ｄ
と
比
較
の
意
味
が
あ
る
。
Ｈ
は
、
頭
屋
制
で
は
な

く
ほ
と
ん
ど
宮
座
制
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
Ｆ
の
よ
う
な
分
家
筋
を
伴
っ

て
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
宮
座
制
」
も
「
頭
屋
制
」
も
各
々
の
用
語
が

明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
な
い
の
で
分
か
り
づ
ら
い
。
か
ろ
う
じ
て
冒

頭
に
、
宮
座
を
構
成
す
る
の
は
特
定
の
家
の
み
だ
っ
た
の
に
、「
部
落

の
戸
主
誰
も
が
頭
屋
を
つ
と
め
得
る
形
へ
と
進
ん
だ
」（
掲
載
誌
二
頁
）
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云
々
と
あ
る
の
で
、
宮
座
制
の
解
体
→
頭
屋
制
、
と
考
え
て
い
た
模
様

で
は
あ
る
が
。

　

以
上
の
デ
ー
タ
出
所
と
し
て
は
、
鵜
川
町
の
Ｂ
、
Ｇ
、
穴
水
町
の
Ｉ

に
つ
い
て
は
、『
鳳
至
郡
誌
』（
同
郡
、
一
九
二
三
年
）
に
詳
し
い
情
報

が
載
り
、
う
ち
Ｇ
に
つ
い
て
和
歌
森
は
、
長
岡
博
男
「
鵜
川
天
満
宮
の

「
い
ど
り
祭
」
に
就
い
て
」（『
加
賀
文
化
』
一
四
、一
九
四
〇
年
）
を
参

照
し
て
い
る
。
Ｂ
は
、
同
地
住
民
所
蔵
の
冊
子
を
参
照
し
て
い
る
。
そ

の
他
は
、
各
々
の
地
の
話
者
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
上
述
の
よ
う
に

宮
座
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
た
神
事
へ
の
参
与
調
査
は
無
か
っ
た
模
様
な

の
で
、
Ｂ
、
Ｇ
、
Ｉ
以
外
の
デ
ー
タ
は
か
な
り
怪
し
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
既
述
の
よ
う
に
、『
中
世
協
同
体
の
研
究
』
第
二
章
に
お
け

る
祭
祀
組
織
一
四
類
型
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
ち

ら
は
上
記
Ｂ
、
Ｇ
、
Ｉ
以
外
で
は
Ｃ
お
よ
び
Ｈ
の
情
報
が
そ
こ
そ
こ
あ

る
だ
け
で
、
上
記
の
一
四
類
型
と
比
べ
て
も
付
帯
情
報
が
甚
だ
し
く
稀

少
で
あ
る
。
従
っ
て
和
歌
森
の
上
述
の
よ
う
な
変
化
図
式
も
、
ど
こ
ま

で
妥
当
か
は
疑
問
で
あ
ろ
う
。

　

和
歌
森
の
結
論
と
し
て
、「
伝
承
が
多
く
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

村
落
社
会
の
発
展
が
に
ぶ
」
い
せ
い
で
あ
る
か
ら
、「
同
じ
よ
う
な
条

件
の
、
日
本
の
僻
地
の
祭
祀
組
織
・
頭
屋
制
を
再
検
討
」
す
べ
き
（
同

一
七
頁
）、
と
い
っ
た
僻
地
視
で
終
わ
っ
て
い
る
。

　
「
奥
能
登
に
お
け
る
弥
勒
信
仰
の
伝
承
」（『
人
類
科
学
』
六
、

一
九
五
四
年
）：
弥
勒
の
伝
承
は
、
真
宗
、
真
言
宗
、
曹
洞
宗
な
ど
宗

旨
と
は
無
関
係
と
す
る
。「
弥
勒
の
世
」
と
い
う
言
い
回
し
が
町
野
町
、

住
吉
村
、
諸
橋
村
で
見
ら
れ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
弥
勒
下
生
の
思
想

に
基
づ
く
と
し
、「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
な
ど
を
参
照
す
る
。
弥
勒
の

浄
土
が
ど
こ
か
と
い
う
伝
承
は
見
ら
れ
な
い
、
と
も
さ
れ
る
。

　

弥
勒
下
生
に
よ
る
繁
栄
の
内
容
を
示
す
伝
承
と
し
て
、
い
く
つ
か
を

あ
げ
る
。
米
の
も
み
を
御
神
体
と
す
る
美
漏
久
玉
津
島
神
社
（
町
野
町

広
井
、
明
治
四
〇
年
に
被
合
祀
さ
れ
廃
祀
と
な
っ
た
）、「
弥
勒
の
本
地

は
米
三
粒
」
と
い
う
言
（
柳
田
村
柳
田
）、田
の
神
と
は
弥
勒
さ
ん
（
松

波
町
時
長
）、
弥
勒
田
圃
（
鹿
島
郡
南
大
呑
村
東
浜
）、
等
な
ど
。
八
八

歳
の
米
寿
に
弥
勒
の
地
位
を
授
か
る
（
柳
田
村
、珠
洲
郡
正
院
町
岡
田
、

町
野
町
時
国
、
鵜
川
町
神
道
）。
以
上
、
弥
勒
と
田
の
神
な
い
し
稲
作

と
の
結
び
つ
き
が
顕
著
な
例
だ
と
さ
れ
る
。

　

能
登
で
弥
勒
信
仰
が
予
想
以
上
に
濃
か
っ
た
の
は
、
ア
エ
ノ
コ
ト
の

よ
う
に
田
の
神
信
仰
が
顕
著
な
地
方
で
あ
る
こ
と
に
負
っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
、
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

　

ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
和
歌
森
の
『
日
本
民
俗
学
』（
弘
文
堂
、

一
九
五
三
年
）
に
お
い
て
、
弥
勒
信
仰
に
つ
い
て
主
に
能
登
を
例
に
何

箇
所
か
で
触
れ
て
い
る
（
四
六
頁
、
五
五
―
五
七
頁
、
六
〇
頁
）。
し
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た
が
っ
て
、
触
れ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
は
和
歌
森
自
身
が
確
か
に
聞

き
取
り
を
し
、
印
象
に
残
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
上
述
し
た
中
で
は
、

美
漏
久
神
社
、
八
八
歳
、
田
の
神
な
ど
）。

　

ま
た
、
こ
れ
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
な
る
が
、
和
歌
森
は
「
近
世
弥
勒
信

仰
の
一
面
」（『
史
潮
』
四
八
、一
九
五
三
年
）
を
著
し
て
も
い
る
。
そ

こ
で
は
、「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
と
近
世
の
弥
勒
信
仰
と
の
関
わ
り
が

主
眼
と
な
っ
て
い
た
。

　

な
お
、
和
歌
森
が
公
式
報
告
書
へ
執
筆
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
先
の

対
馬
調
査
で
も
櫻
井
徳
太
郎
と
連
名
の
論
が
有
る
の
み
だ
っ
た
の
で
、

そ
の
こ
と
に
執
着
が
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
座
談
会
で
の
司
会

の
よ
う
に
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
し
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
彼
が
取
り
あ
げ
た
頭
屋
制
や
弥
勒
信
仰
は
能

登
の
宗
教
文
化
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
自
己
評
価
が

あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
方
で
、
二
〇
一
一
年
拙
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
日
本
民
俗
学
会

は
金
沢
大
教
官
以
外
の
地
元
か
ら
の
調
査
参
加
者
に
、
九
学
会
連
合
の

会
誌
『
人
類
科
学
』
や
公
式
報
告
書
へ
の
執
筆
の
機
会
を
与
え
な
か
っ

た
。
考
古
は
石
川
県
の
会
員
が
執
筆
し
て
お
り
、
民
族
も
フ
リ
ー
の
宮

本
が
執
筆
し
て
い
た
の
で
、
和
歌
森
が
こ
の
こ
と
に
関
与
し
て
い
た
と

す
れ
ば
、
彼
の
権
威
主
義
的
な
一
面
が
表
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
⒆
。

も
っ
と
も
、
こ
の
件
は
憶
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。

四
　�

東
京
教
育
大
学
の
民
俗
総
合
調
査
と
比
較
し

て
の
九
学
会
連
合
能
登
調
査
に
お
け
る
和
歌

森
太
郎

　

前
節
で
は
、
和
歌
森
が
九
学
会
連
合
能
登
調
査
に
関
わ
っ
て
執
筆
し

た
事
例
研
究
二
編
を
概
要
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
同
調
査
に
お
け
る
和
歌

森
の
位
置
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
為
に
、
彼
が
一
九
五
八
年
（
昭
和

三
三
）
か
ら
文
部
省
（
当
時
）
の
科
学
研
究
費
の
交
付
を
受
け
て
推
進

し
た
、
東
京
教
育
大
学
の
民
俗
総
合
調
査
と
比
較
し
て
み
た
い
。
こ
の

共
同
調
査
は
九
年
間
行
わ
れ
、
調
査
地
は
順
に
国
東
、
宇
和
地
帯
、
西

石
見
、
美
作
、
淡
路
、
志
摩
、
若
狭
、
陸
前
北
部
、
津
軽
で
あ
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
最
初
の
二
年
ほ
ど
は
批
判
が
多
く
出
さ
れ
た
由
で
あ
る

の
で
⒇
、
能
登
と
同
じ
日
本
海
側
を
対
象
と
し
、
浄
土
真
宗
が
比
較
的

有
力
な
こ
と
も
能
登
と
共
通
す
る
西
石
見
調
査
の
報
告
書
で
あ
る
、『
西

石
見
の
民
俗
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
）
を
比
較
対
象
に
選
定

し
た
い
。
調
査
時
点
は
、能
登
総
合
調
査
の
第
二
年
度
（
一
九
五
三
年
）

よ
り
七
年
後
に
当
た
る
一
九
六
〇
年
八
月
が
本
調
査
で
、
同
月
一
七
日

か
ら
二
七
日
ま
で
と
さ
れ
る
（
上
記
書
四
〇
六
―
四
〇
七
頁
）。
公
式
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報
告
書
の
刊
行
も
、『
能
登
―
自
然
・
文
化
・
社
会
―
』
が
一
九
五
五

年
で
あ
っ
た
の
で
、七
年
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
和
歌
森
は
調
査
時
、

四
〇
代
半
ば
で
あ
っ
た
。

　

上
記
の
よ
う
に
、
本
調
査
の
期
間
が
一
〇
日
余
り
と
、
二
年
間
に

渡
っ
て
ほ
ぼ
一
箇
月
ず
つ
行
わ
れ
た
能
登
総
合
調
査
よ
り
圧
倒
的
に
少

な
い
。
と
は
い
え
、
上
記
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
和
歌
森
以
下
の
調
査

メ
ン
バ
ー
は
、
院
生
学
部
生
を
含
み
計
三
八
名
で
あ
り
、
民
俗
班
が
数

名
で
あ
っ
た
能
登
の
場
合
よ
り
は
る
か
に
多
か
っ
た
。
こ
の
う
ち
教
官

側
は
、
和
歌
森
を
団
長
と
し
、
東
京
教
育
大
の
直
江
廣
治
（
副
団
長
）、

西
垣
晴
次
、櫻
井
徳
太
郎
、竹
田
旦
の
他
、萩
原
龍
夫
（
東
京
学
芸
大
）、

千
葉
徳
爾
（
信
州
大
）
ら
。
研
究
協
力
者
に
地
元
の
牛
尾
三
千
夫
、
石

塚
尊
俊
、
院
生
・
学
部
生
に
宮
田
登
、
福
田
ア
ジ
オ
、
平
山
和
彦
ら
の

名
が
見
え
る
（
宮
田
は
報
告
書
に
執
筆
も
し
て
い
る
）。

　

以
上
に
よ
り
、
調
査
期
間
は
か
な
り
短
か
っ
た
も
の
の
、
民
俗
の
共

同
調
査
と
し
て
は
九
学
会
連
合
能
登
調
査
よ
り
充
実
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
筆
者
の
問
題
関
心
か
ら
す
れ
ば
、
萩
原
竜
夫
「
神
社
祭
祀
」

の
末
尾
で
、
当
地
の
神
社
整
理
の
詳
細
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
興
味

深
い
（
同
書
一
九
七
頁
）。
ま
た
、
直
江
広
治
「
森
神
信
仰
」
が
、
い

わ
ゆ
る
イ
ン
テ
ン
シ
ヴ
な
調
査
報
告
で
は
な
い
が
、
荒
神
や
森
神
の
類

を
詳
細
に
報
告
し
て
い
る
。

　

和
歌
森
の
「
西
石
見
民
俗
の
地
域
性
歴
史
性
―
結
び
に
か
え
て
―
」

は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。

　

①
「
東
西
民
俗
圏
の
中
で
」
で
は
、
神
楽
、
盆
踊
り
や
田
植
え
行
事

に
つ
い
て
、出
雲
を
は
じ
め
山
陽
道
や
九
州
と
の
比
較
が
あ
る
。
森
神
、

仕
事
着
な
ど
に
つ
い
て
も
同
。
西
石
見
の
民
俗
の
基
層
は
西
日
本
的
だ

が
、
東
方
の
中
央
的
な
も
の
が
覆
っ
た
、
と
も
さ
れ
る
。
②
「
自
然
・

歴
史
・
民
俗
」
で
は
、
エ
キ
と
呼
ば
れ
る
山
間
の
耕
地
、
そ
の
辺
り
を

支
配
す
る
益
田
氏
、
大
地
主
制
、
祭
祀
組
織
に
お
け
る
名
み
よ
う
、
擬
制
的
親

子
関
係
が
地
縁
集
団
相
互
に
結
ば
れ
る
こ
と
、
近
世
の
津
和
野
藩
と
浜

田
藩
と
の
比
較
な
ど
。
③
「
民
俗
の
歴
史
的
位
置
と
真
宗
」
で
は
、
安

芸
と
の
盛
ん
な
交
渉
を
前
提
に
、
石
山
合
戦
を
契
機
に
浄
土
真
宗
が
伝

わ
っ
た
こ
と
、
安
芸
門
徒
と
比
べ
て
古
俗
を
残
す
こ
と
、
結
論
と
し
て

は
当
地
の
民
俗
か
ら
遡
源
で
き
る
の
は
室
町
後
期
か
ら
戦
国
に
か
け
て

で
、
益
田
氏
の
活
動
が
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
、
そ
れ
が
大
内
氏
毛
利
氏

に
遮
断
さ
れ
た
の
が
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
で
、
真
宗
に
ま
つ
わ
る
習
俗
は

そ
の
第
二
時
点
と
軌
を
一
に
す
る
。

　

以
上
、
短
期
間
な
が
ら
三
〇
数
名
の
調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
明
ら
か
に
能
登
調
査
に
お
け
る
和
歌
森
言
説
よ
り
充
実

し
て
お
り
、
下
位
地
域
へ
の
目
配
り
も
効
い
て
い
る
。
と
く
に
、
サ
ブ

地
域
相
互
で
同
一
の
民
俗
事
象
（
芸
能
、
親
族
、
森
神
な
ど
雑
神
、
等
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な
ど
）
を
調
査
で
き
た
た
め
、
サ
ブ
地
域
毎
の
差
異
か
ら
歴
史
を
導
こ

う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
重
出
立
証
法
的
な
手
法
と
思
わ

れ
る
。

　

こ
の
西
石
見
の
総
合
民
俗
調
査
を
参
考
に
、
九
学
会
連
合
能
登
調
査

に
お
け
る
和
歌
森
の
姿
勢
を
想
起
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
諸
点
を
指

摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

〇　

対
象
と
す
る
中
範
囲
の
地
域
は
、
和
歌
森
が
主
宰
し
た
民
俗
総

合
調
査
の
場
合
、
あ
る
い
は
周
圏
論
を
念
頭
に
置
い
て
、
人
口
密

集
地
で
な
く
村
落
が
比
較
的
多
い
中
範
囲
の
地
域
が
選
ば
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
能
登
の
場
合
も
僻
地
と
し
て
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
吹
き

溜
ま
り
的
な
半
島
で
あ
り
、「
古
く
か
ら
の
形
質
を
比
較
的
変
え
ず

に
残
し
て
い
る
」
と
い
う
渋
沢
敬
三
の
『
能
登
―
自
然
・
文
化
・
社

会
―
』
へ
の
序
文
で
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

〇　

そ
の
よ
う
な
僻
地
で
和
歌
森
が
や
り
た
か
っ
た
の
は
、
選
ば
れ

た
中
範
囲
の
地
域
を
構
成
す
る
サ
ブ
地
域
毎
に
類
似
の
民
俗
事
象

（
頭
屋
、
弥
勒
信
仰
な
ど
）
を
比
較
し
、
重
出
立
証
法
的
に
変
遷
を

捉
え
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

〇　

現
地
へ
の
寄
与
は
、
お
そ
ら
く
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
（
民

俗
総
合
調
査
に
つ
い
て
は
不
明
）。

五
　
小
括

　

和
歌
森
は
、九
学
会
連
合
の
次
の
総
合
調
査
で
あ
る
奄
美（
一
九
五
五

―
五
七
年
）
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
東
京
教
育
大
学
の
民
俗
総
合
調

査
は
、
こ
れ
が
終
わ
っ
た
一
九
五
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
、
和
歌
森

に
よ
る
二
度
の
九
学
会
連
合
調
査
へ
の
参
加
経
験
は
、
こ
の
民
俗
総
合

調
査
に
役
立
っ
た
と
い
う
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
和
歌
森
が
能
登
調

査
以
前
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
協
同
体
論
や
習
俗Sitte

に
関
わ

る
考
察
は
、
頭
屋
制
に
関
す
る
論
考
に
若
干
生
か
さ
れ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
論
旨
の
中
心
に
位
置
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
微
妙
で
あ
ろ
う
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
民
俗
総
合
調
査
に
よ
っ
て
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
民
俗

学
（
講
壇
民
俗
学
）
の
基
礎
が
築
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
和
歌
森
の

能
登
調
査
に
関
わ
る
二
つ
の
論
考
は
、
そ
こ
に
至
る
礎
の
一
齣
に
過
ぎ

な
か
っ
た
、
と
い
う
見
方
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
注

⑴　

山
下
久
男
「
渋
沢
先
生
と
私
」（『
加
能
民
俗
』
六
の
一
、

一
九
六
四
年
）。
能
登
調
査
の
会
長
が
渋
沢
敬
三
で
、
同
会
の
能

登
委
員
会
よ
り
四
月
二
八
日
に
招
集
の
電
報
が
あ
り
、
翌
二
九
日
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に
郵
政
会
館
に
出
か
け
た
と
い
う
回
顧
の
後
、
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。「
地
元
側
か
ら
は
、
若
林
喜
三
郎
、
岩
井
隆
盛
、
小

倉
学
、
高
堀
勝
善
、
四
柳
嘉
孝
、
長
岡
博
男
の
諸
氏
と
私
。
委
員

側
か
ら
は
、
渋
沢
敬
三
、
和
歌
森
太
郎
、
金
田
一
春
彦
、
駒
井
和

愛
、
武
田
良
三
、
桜
井
徳
太
郎
の
諸
氏
の
他
に
二
名
、
朝
日
新
聞

記
者
の
牧
田
茂
氏
も
来
て
お
ら
れ
た
」（
同
号
二
頁
）、
と
あ
る
よ

う
に
、
渋
沢
の
次
に
和
歌
森
の
名
を
あ
げ
て
い
た
。

⑵　

例
え
ば
、
柏
木
亨
介
「
和
歌
森
太
郎
の
伝
承
論
に
お
け
る
社
会

規
範
概
念
」（『
史
境
』
五
九
、二
〇
〇
九
年
）、
加
藤
秀
雄
「
伝

承
概
念
の
脱
／
再
構
築
の
た
め
に
」（『
現
代
民
俗
学
研
究
』
四
、

二
〇
一
二
年
）。

⑶　

由
谷
裕
哉
「
和
歌
森
太
郎
の
一
九
四
二
年
九
月
大
洗
調
査
」

（『
大
洗
の
本
』
三<

大
洗
博
覧
会
二
〇
二
二
実
行
委
員
会>

、

二
〇
二
二
年
）、
同
「『
修
験
道
史
研
究
』
成
立
考
―
和
歌
森
太

郎
と
木
曜
会
入
会
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
て
―
」（『
山
岳
修
験
』

七
三
、二
〇
二
四
年
）。

⑷　

池
田
彌
三
郎
・
宮
本
常
一
・
和
歌
森
太
郎
『
民
俗
学
の
す
す
め
』（
河

出
書
房
新
社
、
一
九
六
五
年
）、
二
九
〇
頁
。

⑸　

平
山
和
彦『
伝
承
と
慣
習
の
論
理
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
二
年
）、

岩
本
通
弥「
戦
後
民
俗
学
の
認
識
論
的
変
質
と
基
層
文
化
論
」（『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
三
二
、二
〇
〇
六
年
）、な
ど
。

⑹　
「
民
俗
学
の
歴
史
哲
学
」
に
つ
い
て
は
、
和
歌
森
太
郎
『
歴
史
と

民
俗
学
』（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
五
一
年
）、
一
〇
頁
に
基
づ
い

て
引
用
。

⑺　
『
民
間
伝
承
論
』
で
は
第
七
章
「
生
活
諸
相
」
で
、
柳
田
の
三
部

分
類
の
第
一
、
物
質
文
化
の
諸
相
を
説
明
す
る
中
で
、
英
国
人
が

好
ん
で
使
うcustom

は
風
俗
習
慣
と
訳
さ
れ
る
が
、
お
辞
儀
の

よ
う
な
と
く
に
意
識
な
し
に
す
る
所
作
は
、「
習
わ
し
」
の
語
義

の
外
に
あ
る
軽
い
も
の
だ
、
と
い
う
趣
旨
の
議
論
が
あ
る
。
和
歌

森
が
倫
理
的
な
規
範
の
背
景
に
想
定
す
るSitte

と
は
、
や
や
異

な
る
か
も
し
れ
な
い
。

⑻　

和
歌
森
の
『
日
本
民
俗
学
』（
弘
文
堂
、
一
九
五
三
年
）
で
は
、

Sitte

に
関
し
て
テ
ン
ニ
ー
ス
を
参
照
し
て
一
九
〇
九
年
と
す
る

（
同
書
一
九
頁
）
が
、
こ
の
パ
ー
ト
で
そ
の
著
書
な
い
し
論
文
の

書
誌
情
報
は
な
い
。
こ
の
年
だ
と
、
単
行
本 Die Sitte 

の
こ
と

を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
和
歌
森
は
独
語
原
書
を
読
ん
だ
の
か
ど

う
か
。

⑼　
「
氏
神
に
つ
い
て
」（『
民
間
伝
承
』
七
―
五
、一
九
四
二
年
）、「
産

神
・
氏
神
・
祖
先
神
」（『
國
學
院
雑
誌
』
四
八
―
六
、一
九
四
二
年
）。

こ
の
両
論
考
と
『
国
史
に
お
け
る
協
同
体
の
研
究
』
上
巻
の
第
三
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章
と
の
比
較
対
照
に
つ
い
て
は
、
後
考
を
俟
ち
た
い
。

⑽　

一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
）
七
月
に
、
前
著
『
国
史
に
お
け
る
協

同
体
の
研
究
』
上
巻
と
『
中
世
協
同
体
の
研
究
』
に
よ
り
文
学
博

士
の
学
位
を
取
得
し
た
。「
和
歌
森
太
郎
年
譜
・
著
作
」（『
和
歌

森
太
郎
著
作
集
』
別
巻
、
弘
文
堂
、
一
九
八
三
年
）、
二
一
一
頁
。

⑾　
『
和
歌
森
太
郎
著
作
集
』
第
三
巻
（
弘
文
堂
、
一
九
八
〇
年
）
所

収
の
西
垣
晴
次
に
よ
る
解
説
に
も
、「
同
じ
協
同
体
史
観
に
よ
る

も
の
と
は
い
い
な
が
ら
、
両
者
の
分
析
態
度
に
は
か
な
り
の
へ
だ

た
り
が
認
め
ら
れ
る
」（
四
二
四
頁
）、
と
あ
る
。

⑿　

伊
藤
幹
治
「『
氏
子
』
の
社
会
人
類
学
序
説
（
上
）」（
初
出

一
九
七
〇
年
、伊
藤『
宗
教
と
社
会
構
造
』弘
文
堂
、一
九
八
八
年
）。

⒀　

和
歌
森
が
参
照
し
て
い
る
の
は
千
葉
県
香
取
郡
香
取
町
の
返
田
神

社
の
事
例
で
、
そ
の
典
拠
と
さ
れ
る
の
が
、
原
田
敏
明
「
当
屋
に

お
け
る
氏
神
奉
齋
」（『
帝
国
学
士
院
紀
要
』一
―
一
、一
九
四
二
年
、

一
三
二
頁
）。
当
論
に
つ
い
て
筆
者
は
、「
戦
時
下
に
お
け
る
原
田

敏
明
の
氏
神
祭
祀
論
と
柳
田
國
男
の
頭
屋
制
論
」（『
民
俗
学
論
叢
』

三
五
、二
〇
二
〇
年
）
で
比
較
的
詳
し
く
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。

⒁　

坂
野
徹
『
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
戦
後
史
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
二
年
）、
二
七
頁
、
二
九
―
三
一
頁
、
三
九
頁
、
五
三
頁
。

⒂　

日
本
民
俗
学
会
か
ら
の
初
年
度
の
参
加
は
、
他
に
瀬
川
清
子
、
直

江
廣
治
、
櫻
井
徳
太
郎
、
竹
田
旦
。
と
く
に
竹
田
（
一
九
二
四
―

二
〇
二
一
）
は
、
後
の
民
俗
総
合
調
査
で
報
告
書
の
後
書
き
を
記

す
な
ど
、
和
歌
森
を
盛
り
立
て
て
い
た
。

⒃　
「
和
歌
森
太
郎
年
譜
・
著
作
」（
注
10
前
掲
）、二
一
一
頁
、二
一
二
頁
。

⒄　

肥
後
和
男
は
、
和
歌
森
の
東
京
文
理
科
大
学
で
の
指
導
教
官
の
一

人
で
あ
っ
た
。『
修
験
道
史
研
究
』（
河
出
書
房
、
一
九
四
三
年
）

の
序
で
は
、
自
ら
の
修
験
道
研
究
に
つ
い
て
、「
昭
和
十
一
年
の

十
二
月
頃
か
ら
松
本
彦
次
郎
、
村
岡
典
嗣
、
肥
後
和
男
三
先
生
の

指
導
を
仰
い
で
こ
の
研
究
に
着
手
し
ま
し
た
」（
四
頁
）
と
あ
る
。

ま
た
、
詳
細
ま
で
は
不
明
だ
が
、「
和
歌
森
太
郎
年
譜
・
著
作
」（
注

10
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、
同
大
を
卒
業
後
、
東
京
文
理
科
大
学
助
手

と
な
り
、
肥
後
和
男
教
授
の
宮
座
研
究
を
佐
け
た
と
さ
れ
て
い
る

（
同
書
二
〇
一
―
二
〇
二
頁
）。

⒅　

安
代
原
に
和
歌
森
は
「
あ
ん
だ
い
ば
ら
」
と
ル
ビ
を
打
っ
て
い
る

の
で
（
初
出
時
は
片
仮
名
で
「
ア
ン
ダ
イ
バ
ラ
」）、
こ
こ
で
は
そ

れ
を
継
承
し
た
。
実
際
に
は
、「
あ
ん
だ
い
は
ら
」
と
読
む
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
角
川
日
本
地
名
辞
典
一
七　

石
川
県
』

（
角
川
書
店
、
一
九
八
一
年
）、
八
七
頁
。

⒆　

戦
時
下
の
「
オ
モ
ユ
と
マ
マ
ハ
ハ
」（『
民
間
伝
承
』
八
―
三
、

一
九
四
二
年
）
へ
の
板
垣
勇
治
郎
と
い
う
批
判
者
に
対
す
る
対
応
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に
、そ
の
よ
う
な
面
が
あ
っ
た
と
二
〇
二
二
年
拙
稿
（
前
掲
注
３
）

の
四
八
頁
で
指
摘
し
た
。

⒇　

柏
木
亨
介
「
和
歌
森
太
郎
の
民
俗
学
―
民
俗
総
合
調
査
を
中

心
に
―
」（
神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
で
の
講

演
、
二
〇
一
〇
年
九
月
二
五
日
）。
配
布
資
料
が
以
下
のU

RL

に
置
か
れ
て
い
る
。http://icfcs.kanagaw

a-u.ac.jp/new
s/

ovubsq00000000w
7-att/w

akam
ori(1).pdf

　

淡
路
や
若
狭
の
よ
う
に
京
都
に
比
較
的
近
い
地
域
も
選
ば
れ
た
の

で
、
必
ず
し
も
周
圏
論
が
背
景
と
ば
か
り
は
云
え
な
い
か
も
し
れ

な
い
。『
西
石
見
の
民
俗
』
の
「
あ
と
が
き
」（
竹
田
旦
執
筆
）
に

よ
れ
ば
、
調
査
地
の
選
定
に
非
常
に
苦
労
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ

る
の
で
、
結
果
的
に
調
査
事
例
に
な
っ
た
地
は
、
あ
る
い
は
学
生
・

院
生
の
調
査
実
習
が
し
易
い
地
域
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。

　

民
俗
総
合
調
査
の
う
ち
、学
部
生
、高
校
教
員
、大
学
院
生
と
し
て
、

宇
和
、
西
石
見
、
若
狭
、
陸
前
、
津
軽
に
参
加
し
た
と
い
う
福
田

ア
ジ
オ
は
、「
九
学
会
連
合
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
上
で
の
調
査

方
式
」
だ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、「
私
は
あ
ま
り
こ
の

調
査
に
大
き
な
意
味
を
見
出
し
ま
せ
ん
」
と
否
定
的
な
評
価
を
加

え
、
そ
の
理
由
を
一
〇
日
間
く
ら
い
で
は
周
り
き
れ
な
い
、
一
日

一
箇
所
、
場
合
に
よ
っ
て
は
午
前
と
午
後
で
別
の
場
所
に
行
く
程

度
だ
っ
た
、
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
し
て
い
た
。
福
田
ア
ジ
オ
・

菅
豊
・
塚
原
伸
治
『「
二
〇
世
紀
民
俗
学
」
を
乗
り
越
え
る
』（
岩

田
書
院
、
二
〇
一
二
年
）、
一
二
七
―
一
二
八
頁
。
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